
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和８年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○児童全員が主体的に参加する授業の
実践

○児童アンケートで「やる気をもって学
習に取り組むことができた」と肯定的回
答をする児童の割合８５％以上

・基礎・基本の定着を図る。
・個別最適な学びと、協働的な学びのあ
る授業づくりの工夫を図る。

・ ・ ・
・研究主任
・研究副主任

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○児童アンケートで「思いやりのある行
動をしようとしている」と肯定的回答をす
る児童の割合８５％以上

・道徳科の授業づくりや学級経営に関す
る校内研修等の実施
・「ふれあい道徳」や平和集会、人権集
会等の学校行事の充実

・ ・ ・
・道徳教育推進教員
・人権・同和教育担当

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○児童アンケートで「東山代小学校は、
いじめが無いように取り組んでいると思
う」と肯定的回答をする児童の割合９
０％以上

・心のアンケートを実施し、児童の実態把握
といじめの早期発見を行う。
・年2回「教育相談週間」を実施し、担任が
児童全員と話す機会をつくる。
・気になる児童についての情報共有を行う
とともに、毎週情報交換会を実施する。
・SC、SSW、関係専門機関との連携を図る。

・ ・ ・

・人権・同和教育担当
・生徒指導担当
・教育相談担当

●◎児童生徒が夢や目標を持ち、その
実現に向けて意欲的に取り組もうとする
ための教育活動

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れる」と回答した児童８５％以上
●◎「将来の夢や目標を持っている」に
ついて肯定的な回答をした児童９０％以
上

・６年間を通して、専門の各講師を招い
て様々な体験活動を実施する。
・各種体験活動では、児童による活動の
見通しと体験した学びの振り返りを充実
させ、振り返りの交流の場を設ける。

・ ・ ・

・教務主任

●「望ましい生活習慣の形成」 〇「早寝・早起き・朝ごはん」を奨励し、
保護者アンケートで肯定的回答をする
割合９５％以上

・給食担当による講話（放送）や担任に
よる授業を通して、望ましい生活習慣の
大切さを理解させる。
・「早寝・早起き・朝ごはん」の励行をお
便りや掲示物で年間を通じて行う。

・ ・ ・
・給食担当
・養護教諭
・栄養教諭

○「安全に関する資質・能力の育成」 〇交通事故や事件に巻き込まれること
を防ぐとともに、性に関する指導の授業
を発達段階に考慮して行う。

・交通安全教室や避難訓練を行い、事
故防止に努め、防犯意識を高める。
・「性に関する年間指導計画」に基づき
全学年で性教育を行うとともに、講師を
招いた講演会を開いて理解を深める。

・ ・ ・

・生徒指導担当
・養護教諭

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1
人当たりの年次休暇の取得日数１４日
以上

・定時退勤日を設定する。
・管理職または職員による業務改善を進
め、全職員の意識改革を図る。

・ ・ ・

・教頭
・業務改善委員会

●特別支援教育の充実

○特別支援教育に関する教員の専門性
と意識の向上

○児童の実態を把握し、一人ひとりに応
じた対応を行ったと回答する教員９０％
以上

・特別支援教育に関する校内研修等の
実施
・ケース会議の開催、関係者間での情報
共有を密に行う。
・関係専門機関との連携を図る。

・ ・ ・

・特別支援コーディネー
ター

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○教職員の資質向上

○教職員の授業力向上 ○児童アンケートで「やる気をもって学
習に取り組むことができた」と肯定的回
答をする割合を85％以上、保護者アン
ケートで「学校は子ども達の学力向上に
取り組んでいる」と肯定的回答をする割
合を90％以上。

・職員同士が切磋琢磨できる環境づくり
として、相互授業参観ができるシステム
を設定する。
・学年やグループ間の連携を図り、授業
づくりについて日ごろから相談しやすい
環境をつくる。

・ ・ ・

・学力向上対策コーディ
ネーター
・研究主任

○開かれた学校づくり
コミュニティ・スクール

○地域と連携した体験活動の推進
〇積極的な情報発信

○地域の人材を活用した体験活動を通
して、地域との連携を深める。
〇保護者アンケートで肯定的な回答を
する保護者９０％以上

・コミュニティセンターや地域学校協働活
動推進員と連携し、体験活動の充実を
図る。
・学校だよりやホームページ等を活用
し、学校の取組について知らせる機会を
設ける。

・ ・ ・

・教頭
・教務主任

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 伊万里市立東山代小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・
・
・

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・教職員が共通理解・共通実践を行い、様々な活動に組織として取り組めたことが目標達成につながっている。また、情報発信を行うことで保護者の理解や地域の方の協力を得ることも概ねできている。今後も継続していくことで、更に児童の学力向上に努めていきたい。
・問題行動や不登校児童に対しては、SCやSSW、関係専門機関と連携しながら指導や支援に努めてきた。今後も継続して行ったり、研修などを通して教職員一人ひとりの資質・能力を向上させたりしながら、すべての児童が安全に安心して通える学級・学校づくりに取り組んでいく。
・昨年度はコミュニティセンターで児童の作品展示会を行ったり、連携して避難訓練を行ったりした。今後も複合施設としての可能性を探りながら今年度は新たな取組にも挑戦し、コミュニティ・スクールとしての学校づくりをより充実させていきたい。
・働き方改革については、その意義を教職員にしっかり伝えていくことで理解を広げ、業務改善については、事務職員とも協力しながら推進していきたい。

２　学校教育目標

　思いやりの心をもち、意欲的に学ぶ児童の育成

　　人にやさしく　まじめにがんばる子

　　   えがおいっぱい　東山代小学校

３　本年度の重点目標

子ども達が笑顔で過ごすために、チーム学校で、子ども達の「よさ」を見つめ、支え・育てる

①学ぶ意欲の向上：わかる授業の実践　家庭学習の充実　基礎・基本の定着　読書の推進

②豊かな心の育成：自己有用感を育む学級経営　心をゆさぶる道徳教育　感動体験　郷土愛を育む活動

③健やかな体の育成：体育の充実と運動の習慣化　保健指導の充実と食育の推進

④特別支援教育の充実：一人ひとりの実態の把握　集団における授業の工夫や合理的配慮


